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１　研究の背景・目的
　滝沢市巣子地区周辺には、土塁および防風林が多く見
られる。これらは、明治時代に畜産系研究機関が開設さ
れ、それにともない築造・植林されたものである。岩手
県の畜産業の産業近代化過程を物語る施設であり、地域
の景観を特徴づけるとともに、良好な生態系を形成して
いる。ところが、近年これらの防風林が倒木する危険性
があるなど理由により伐採され減少している。岩手県立
大学所有地の防風林においても同様の懸念がある（課題
１）。また、これらの土塁や防風林が産業遺産であるこ
との認知度が低いことも安易な伐採に繋がっていること
が考えられる（課題２）。
　課題１を解決するために、大学が所有するカラマツな
どの防風林について、防風林の樹木の健康状態などのカ
ルテ化を行う。高木にナンバリングし、樹高・胸高直
径・傾きなどの基本的な項目および枯れ枝・損傷など目
視によって確認できる項目を調査する。課題２を解決す
るために、滝沢市巣子地区を中心に明治時代に築造・植
林された土塁・防風林の分布状況を調査・整理し、地域
の歴史的資産の現状を明らかにし、産業遺産として再評
価する。
２　調査方法
①岩手県立大学構内の防風林のカルテ化
　岩手県立大学が所有するカラマツなどの防風林につい
て、防風林の樹木の健康状態などのカルテ化を行う。高
木にナンバリングし、以下の調査項目を調査した。1)樹
種、２）樹高、３）胸高直径、４）傾き（東西南北方向
で測定）、５）緯度経度（GPS測定）。
②巣子地区を中心とした土塁・防風林の分布状況
　巣子地区を中心に明治時代に開設された畜産系研究機
関（岩手種馬場、岩手県種畜場）の牧草地周辺に作られ
た土塁や防風林の分布状況を、明治末の旧版地形図から
抽出し、これを踏査した。
３　結果・考察
①岩手県立大学構内の防風林のカルテ化
　岩手県立大学構内の防風林のカルテ化では、計837本
の樹木についてカルテを作成することができた。構内の
東側および森林公園に接しているところを除き、外周に
生育している樹木について測定したことになる。
　図１はGPSで測定した樹木位置を樹種・樹高で区別し
たものである。構内西側および陸上グラウンド南側から
駐車場南側に大きなカラマツが帯状に生育していること
がわかる。第一調整池の周辺は大きな樹木が見られず、
ソメイヨシノの低木が列状に生育している。グラウンド
に南側には高木が見られないところも認められた。構内
西側の防風林は樹高サイズが大きいが、一部欠落してい
るところが認められた。大学敷地西側の樹林が切れてい
るところと一致していた。強風が吹くと樹林が少ないと
ころに強い圧がかかっている可能性がある。
　図２は防風林の樹高階別個体数を樹種毎に示したも
のである。防風林全体では24～26m程度の高木層と８～
10mくらい低木層の二山型の分布を示している。高木層
にはカラマツが多く、低木層にはミズキ、ヤマグワ、ソ
メイヨシノなどが多い。防風林の主体をなしているカラ
マツは樹高22m以上の個体が多く、20m以下の個体は少
なくなっている。もともとカラマツは植栽由来であり、
その樹冠下では更新が順調に行われていないことが読み
取れる。高木性種ではミズキは低木で多く、高木層のカ
ラマツが枯死した跡はミズキで埋められる場所もあると
考えられる。ミズキは先駆性樹種であることが知られて
いるが、防風林のように幅が狭く、林縁から光が得られ
るため、低木も多く見られると推察される。
　現在、高木層を成しているカラマツが欠落すると、他
の樹種へと置き換わっていくことが類推される。カラマ
ツは90～100年生であると考えられ、巣子地区では畜産
系研究機関が開設され、土塁が構築された際に植栽され
たものである。このような背景をもつカラマツ防風林を
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産業遺産として捉えたとき、カラマツ林の景観も重要な
遺産であると言うことができる。カラマツ林を更新する
ためには、伐採して再造林をすれば更新が可能であるが、
数十年間は景観が変化してしまう。そこで、現在の防風
林の縁辺にカラマツの植林を行い、10m以上生長したと
ころで、現在のカラマツを伐採する等の方法も考えられ
る。このような防風林の更新方法が取ることができるの
は、採草地に面している場所か、岩手県立大学のように
土地利用に余裕があるところのみである。地域の景観形
成を目指して、このような試みを一部でも考えていくこ
とが必要であろう。
②巣子地区を中心とした土塁・防風林の分布状況
　巣子地区を中心に明治時代に開設された畜産系研究機
関の牧草地周辺に作られた土塁や防風林の分布状況を調
査した。明治末の旧版地形図から抽出された土塁の延長
距離は約68kmであった。これらの土塁のうち、立入が
禁止されている牧場などを除いて約48kmについて現地
踏査を行った。そのうち約22kmが残存していることが
わかった。残存している土塁は46％であった。主に消失
したのは、国道４号、282号沿いであった。
４　今後の具体的な展開
　岩手県立大学構内の防風林のカルテ化については、並
木状になっている防風林はほぼ調査が終了した。さらに
構内東側に生育しているものについても、今後調査を行
い、カルテ化することを予定している。
　巣子地区周辺の土塁・防風林の分布については、調査
を終えることができた。ほぼ目標を達成したが、地域へ
の還元活動が不足点としてあげられる。
　平成29年度は、残存土塁状に生育している植物につい
ての調査を始めた。これらの結果を含め、産業遺産とし
ての価値付けを行い、公表していくことを検討している。
図２　大学構内防風林の樹高階別個体数
図１　岩手県立大学構内防風林位置図
